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５
月
１９
日
（
金
）
、
大
阪
市
か
ら
の
修
学
旅

行
生
が
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
「
神
石
高
原
町
観
光
に
よ
る
地
域
つ

く
り
協
議
会
」
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た

企
画
で
、
３４
名
の
中
学
3
年
生
が
「
自
立
意

識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
・
異

文
化
の
価
値
認
識
や
文
化
の
理
解
促
進
等
」
を

目
的
に
、
町
内
１３
世
帯
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
、
そ
の
中
で
油
木
地
区
へ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
た
１４
名
の
う
ち
、
平
田
榮
次
さ
ん
宅

へ
宿
泊
し
た
４
名
が
訪
れ
た
も
の
で
す
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
松
岡
純
夫
分
室
長
の
案
内
・

指
導
で
化
石
・
鉱
石
を
見
学
し
、
化
石
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

体
験
で
岩
の
中
か
ら
出
た
化
石
は
、
大
切
な
お

土
産
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

引
率
の
先
生
方
も
活
動
前
半
部
分
を
視
察
さ

れ
、
校
長
先
生
か
ら
は
「
こ
れ
だ
け
の
化
石
や

鉱
石
は
、
町
お
こ
し
の
素
晴
ら
し
い
宝
に
な
り

ま
す
ね
。」
と
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

水無月 

 
 

  

  

令
和
５
年
度
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
が
始
ま
り
、
賑
や

か
な
小
学
生
の
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
２８
回
開
催
予
定
で
す
。
楽
し
い
１
年
に
な 

れ
ば
良
い
で
す
ね
。 

■
料
理
教
室
①
（
５
月
２７
日
） 

 

大
西
智
子
先
生
の
指
導
で
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り 

 

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
縦
割
り
班
と
な
り
、
高
学
年 

 

の
子
が
低
学
年
を
見
守
り
な
が
ら
協
力
し
て
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     

楽しい時間が過ごせました 

５
月
１９
日
か
ら
の
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」に
先
立
ち
、
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
の
席
で
「神
石
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
「日
米
首

脳
会
談
」に
続
き
、
世
界
中
に
「神
石
牛
」が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。  

 

モ
ー
最
高
！ 

○化石クリーニングの方法は知っていたけど、初めてしたら不思議な体験だった。化石や生 

き物が好きだから良かった。 

○恐竜の卵と化石にテンションが上がった。音が鳴る石からきれいな音が出てびっくりした。 

○授業で習った化石や、見たことのない化石がたくさんあって、見ていて飽きなかった。シ 

ーラカンスと宝石のところが良かった。 

○今日化石を採り出した時、「この時代まで遺っていたんだ」とびっくりした。楽しくできて

良かった。                          （感想：一部抜粋） 

 
 

 

   

  

４
月
３０
日
（
日
）、
小
野
地
区
に
お
い
て
「
美

味
し
い
山
菜
を
食
べ
る
会
」
が
３８
名
（
子
ど
も

９
名
）
の
参
加
者
を
得
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
「
山
菜
取
り
」「
餅
つ
き
」
「
料
理
」

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１２
時

か
ら
の
昼
食
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
「
山
菜
ご
は
ん
・
山
菜
の
天
ぷ
ら
等

の
山
菜
尽
く
し
・
猪
肉
の
煮
つ
け
・
小
野
で
作
ら

れ
た
味
噌
を
使
っ
て
の
味
噌
汁
・
お
餅
等
々
」
の

山
の
幸
満
載
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
食
べ
て
飲
ん
で
舌
鼓
を
う
ち
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
内
訳
は
、
移
住
さ
れ
て
来
た
方
９

名
、
町
外
か
ら
の
参
加
者
２２
名
、
地
元
の
方
７

名
で
、
「
地
元
の
方
と
移
住
さ
れ
て
き
た
方
が
協

力
し
て
、
町
外
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
て
共
に
楽

し
む
」
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
通
じ
て
、
小
野
地
区
に
移
住
さ
れ
る
方
が
着
実

に
増
え
て
い
る
理
由
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。 

 
 

     
 

 
 

 

 

５
月
２４
日
（
水
）、
東
油
木
地
域
を
会
場
に
「
神
石
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
神
石
高
原
学
園
）」
の
田

植
え
体
験
学
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、「
神
石
高
原
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
」
を
通
し
て
「
東

油
木
自
治
振
興
会
想
造
工
房
」
の
事
業
と
し
て
、「
日
本
の

食
文
化
・
自
然
環
境
」
の
大
切
さ
を
考
え
る
た
め
に
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
１
～
３
年
生
の
児
童
１６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

最
初
は
恐
る
恐
る
田
圃
に
入
っ
て
ま
し
た
が
、
２
・
３

年
生
は
昨
年
度
も
体
験
し
て
お
り
、
慣
れ
て
く
る
と
植
え

る
ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

児
童
か
ら
は
「
３
年
生
な
の
で
も
う
来
る
こ
と
は
な
い

け
ど
、
良
い
体
験
が
で
き
た
。」「
一
昨
年
よ
り
、
去
年
よ

り
、
今
年
が
楽
し
か
っ
た
。」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
、「
秋
の
稲
刈
り
」「
冬
の
餅
つ
き
」
と
児
童
た
ち

の
楽
し
み
は
続
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

ゆ
き
の
灯
り 

 

５
月
３０
日
（
火
）
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中
国
放
送
ラ

ジ
オ
カ
ー
に
よ
る
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
の

取
材
・
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
「
平
成
ラ
ヂ
オ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ご
ぜ

ん
様
さ
ま
」
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
放
送
さ
れ

た
も
の
で
、
中
西
正
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
が
取
材
に
応
じ
、「
に
し
か
わ
化
石
館
」

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 

早
速
翌
日
に
は
来
館
者
が
あ
り
、
ラ
ジ
オ

の
力
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
多
く

の
方
々
の
来
館
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
開
館
日
：
月
・
水
・
金
１１：００
～
１９：００
） 

 
 

  
 

 
 

 

 

（小野自治振興会） 
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お問い合わせ・申し込み‐ 油木協働支援センター ☎８２－０７０１ 

 

 

 

６月は「食育月間」です。「食育」は、生きる上での基本であって、 

知育・徳育・体育の基礎と位置付けられるとともに、様々な経験を 

通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な 

食生活を実践することができる人間を育てるものと定義づけられ 

ています。  生涯にわたって「食べる力」＝「生きる力」を育むこと、 

それが「食育」です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

―しっかりとした善悪の判断を―（参考：香川県教育委員会「今こそ家庭教育」）    ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日： ６月１６日  ７月２１日  ８月  日 

     ９月１５日 １０月２０日 １１月１７日 

            （※８月は後日決定します） 

 

お問い合わせ・申し込み‐ 油木協働支援センター ☎８２－０７０１ 

 

 

 

 

 

 

 

協力いただける方は、必ず申し込みをお願いします。 

‐お問い合わせ・申し込み‐ 油木協働支援センター ☎８２－０７０１ 

 
 

高
梁
川
水
系
成
羽
川
の
東
城
漁
協
及
び
帝
釈
峡
管
内
で
、
ア
マ

ゴ
釣
り
が
４
月
１
日
に
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
お
隣
の
島
根
県
や

岡
山
県
は
３
月
解
禁
と
い
っ
た
事
情
も
あ
り
、
昔
は
場
所
取
り
で

焚
火
に
あ
た
り
な
が
ら
夜
明
け
を
待
つ
大
勢
の
釣
り
人
が
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
思
い
思
い
の
場
所
に
釣
り
人
が
一
人
と
い
っ
た

具
合
で
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
は
雨
が
少
な
い
う
え
、
直
前
の
放
流
後
も
雨
が
な
か
っ
た

た
め
、
魚
が
散
ら
ず
に
放
流
場
所
を
知
っ
て
い
る
者
と
知
ら
な
い

者
の
釣
果
に
大
き
な
差
が
出
た
解
禁
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
写
真
は
解
禁
後
の
平
日
に
帝
釈
川
上
流
へ
釣
り
に
行
っ

た
時
の
も
の
で
す
。 

水
温
は
１２
℃
。
朝
か
ら
晴
れ
て
気
温
が
上
が
り
、
川
虫
が
川

面
に
飛
び
、
時
折
ア
マ
ゴ
が
虫
め
が
け
て
姿
を
現
し
ま
す
。
餌
は

ぶ
ど
う
虫
と
栗
虫
、
早
く
も
瀬
に
出
て
餌
を
待
っ
て
い
ま
す
。
目

印
が
ふ
っ
と
止
ま
る
の
を
見
て
合
わ
せ
る
と
、
グ
グ
っ
と
魚
の
暴

れ
る
感
触
が
竿
に
伝
わ
り
、
バ
ー
マ
ー
ク
が
美
し
い
ア
マ
ゴ
が
釣

れ
て
き
ま
す
。 

１５
㎝
以
下
の
小
さ
な
魚
は
川
に
戻
し
て
、
釣
果
は
９
匹
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
藤
の
花
が
咲
く
季
節
ま
で
、
両
組
合
管
内
で
渓
流 

釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
魚
好
人
三
平
） 

 
 

シルトピアカレッジ図書館 令和５年度 企画予定 

■絵本のお話会（第１第３土曜日１４：００～） 

■図書館ちょっとヨガ（第２土曜日１０：１５～） 

■映画上映会（第４土曜日１４：００～） 

※詳細はシルトピアカレッジ図書館へ 

お問い合わせください。☎ ８２－２００２（休館：月曜日） 

 

大人の教室 

 

 

 

 

 

 

７月より始まります。（講座毎に募集します） 

詳細は、油木協働支援センターＨＰ、１１Ｃｈで確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会のルール「ダメなことはダ

メ！」を意識させることが大切。 

危機意識を持って、常日頃から 

子どもに寄り添い見守る。 

 

 

野菜/果物/手芸品・・・ 

なんでもＯＫ！ 

軽トラなくてもＯＫ！ 

 

○大人にとってはごく当たり前にわかる良いこと悪いこ

とでも、子どもには区別できないことがあります。身の回

りの気になることを見つけた時がチャンスです。規範意識

の芽は、具体的な出来事の中でしっかり説明することが最

も効果的です。 

 

 

神
石
高
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
赤
木
俊
二

会
長
）
は
、
４
月
２９
日
（
土
）
に
仙
養
ケ
原
へ

と
続
く
「
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
の
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

歩
道
・
側
溝
に
は
落
葉
・
枯
葉
が
堆
積
し
、

雨
が
降
れ
ば
溢
れ
て
流
れ
る
よ
う
な
状
態
で

美
観
を
損
ね
て
い
ま
し
た
が
、
約
２
時
間
の
作

業
で
少
し
は
「
景
観
つ
く
り
」
に
貢
献
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
少
し
で
も
関
わ
れ
る

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
獅
子
十
六
） 

 

○少年期の「飲酒・喫煙」「迷惑・粗暴行為」などの問

題行動は、幼少期の愛情の不足や溺愛、高すぎる期待、

克服体験の不足など、家庭を含めた様々な要因が影響し

ていると考えられます。幼少期に家族や周囲の愛情に満

たされることのなかった子どもが、自分の居場所を求め

て誘惑刺激に引き寄せられた結果とも言えます。 

 

子どもが非行に走らないようにするには、親子の会

話が重要。 

日常の会話から、学校で起こっている変化、生活態

度や言葉づかいの変化など、予兆を読み取ることが

必要。 

 

 

 ７月 ７日（金） 色鉛筆画 

１０月１１日（水） パステル画 

１１月２０日（月） 消しゴムはんこ 

 ２月２６日（月） 紙粘土 

講師：若 林 佐都子 先生 

 

 

 

① ７月 ２日（日） ② ９月 ３日（日） 

③１０月２２日（日） ④１１月１２日（日） 

⑤ ３月１０日（日） 

場所：油木コミュニティセンター２F 

 

 

 

 

 

 

 

講師：郡 司 孝 一 先生 

開催期間：６月～１１月 第３金曜日 9:00～11:00 

場所：旧油木百彩館跡地 

 


